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医学・医療の逐次刊行物の訂正記事について

（後編）

８．ＭＥＤＬＩＮＥ上での訂正記事の出現

以前、偶然に発見した不思議な現象がある。

当図書館で検索可能なＭＥＤＬＩＮＥは、 シルバー

プ ラッター社のＣＤ－ＲＯＭだが、相互利用申込手

順で必ず行うことになっている書誌事項の確

認作業中に、同一著者名、同一論文名の書誌

事項が２件出てきた。６連装マガジンによって

複数枚のＣＤ－ＲＯＭで検索したためである。１９９７

年１０月版よりＣＤ－ＲＯＭが２枚になったので、１月

～９月版と１０月版以降を同時 に検索すると、

容易に不思議な現象が再現できる。収録範囲

の見当をつけどちらか１枚で 検索すれば、ど

ちらか１件のみが検出されることになる。

この時、ＰｕｂｌｉｃａｔｉｏｎＴｙｐｅ（以下「ＰＴ」とい

う）の項目に「ＰＵＢＬＩＳＨＥＤ－ＥＲＲＡＴＵＭ」 という

訂正記事を表現する語があることにはじめて

気付いたのである。「ＰＴ」誕生の経過９）につい

て後日知ることになるのだが、ＭＥＤＬＩＮＥによ

る訂正情報検索手法を解説したものは皆無で

あったため、野添氏 の指摘９）通り ずいぶん無

駄の多い検索作業を繰り返したことになる。

９．ＭＥＤＬＩＮＥ上の訂正情報の実例

Ｄ ５つの訂正形態

実際の訂正記事をもとにした試行錯誤の検

索作業の結果、次の５つの訂正形態が判った。

どの形態もオリジナル記事と訂正告知記事の

関係の上に成り立っている。
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①

②
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⑤

中村 雅子

訂正発生論文と訂正済再出版論文

訂正発生論文と未刊の訂正記事

訂正発生論文と訂正記事

取り下げ論文と取り下げ告知記事

重複論文と重複告知記事

２） ９つの収録形式

５つの訂正形態において表現の異なる９つ

のＭＥＤＬＩＮＥへの収録形式も判った。

Ａ ①の形態での訂正発生論文

Ｂ 訂正済再出版論文

Ｃ ②の形態での訂正発生論文

Ｄ ③の形態での訂正発生論文

Ｅ 訂正告知記事

Ｆ 取り下げられた論文

Ｇ 取り下げ告知記事

Ｈ 重複を告知された論文

Ｉ 重複告知記事

３） ＭＥＤＬＩＮＥへの収録までの期間の計測方法

実際の訂正記事情報がＭＥＤＬＩＮＥ上でどのよ

うな変遷を経て収録されていくのかは、時系

列に事象を並べて経過をみる以外方法がない。

事象の発生日は、発行年月日が明示されて

いる刊行物の場合はその日付のまま、発行年

月しか判らないものは、当月の１日を発行日

とした。ＭＥＤＬＩＮＥへの収録日は、Ｆｉｅｌｄの「ＵＤ」

の当月の１日を収録年月日とした。刊行物自

体の発行遅れや、ＭＥＤＬＩＮＥへの順当でない収

録遅れを正確に把握することは不可能なので

その要素は除外した。
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１０．実際の訂正記事とＭＥＤＬＩＮＥ上での変遷

訂正記事のＭＥＤＬＩＮＥへの収録形式について

は、ＮＬＭの例示７）があるので改めてことさら

解説する必要はない。だが、手作業で抽出し

た実在する訂正記事とを見較べながらＭＥＤＬＩＮＥ

上での変遷を追う過程は、雑誌の訂正処理実

務に馴染みのない者には興味深いと思われる

ので、あえて長々と実際例を紹介する。

出力例は紙面の都合上、Ｆｉｅｌｄの「ＡＢ，ＭｅＳＨ

ＴＧ，ＲＮ，ＮＭ」などを除いて表示している。

１） ① 訂正発生論文と訂正済再出版論文

論題のあとに付け足された大括弧の中に、

［ｃｏｒｒｅｃｔｅｄａｎｄｒｅｐｕｂｌｉｓｈｅｄｉｎ‥。］

とし、 ｉｎ のあとに訂正済再出版論文の書誌

情報を表示し「ＰＴ」は元のまま、というのが訂

正発生論文「Ａ」である。それに対し訂正済再

出版論文「Ｂ」は、誤りを訂正したうえで再出

版した論文で論題のあとの大括弧の中は、

［ｃｏｒｒｅｃｔｅｄａｎｄｒｅｐｕｂｌｉｓｈｅｄｏｒｉｇｉｎａｌｌｙｐｒ

ｉｎｔｅｄｉｎ‥ 。］

とし、 ｉｎ のあとに元の論文の書誌情報を表

示し、「ＰＴ」は、

ＣＯＲＲＥＣＴＥＤ－ＡＮＤ－ＲＥＰＵＢＬＩＳＨＥＤ－ＡＲＴＩＣＬＥ

である。「Ａ」と「Ｂ」はＭＥＤＬＩＮＥ上で並存する

が、利用されるべきは「Ｂ」の方であ る。

［①の実例と変遷の時期］

元の論文の発行年月

訂正記事発行年月

収録号の図書館への到着年月

論文のＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

ＢのＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

ＡのＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

（１９９７

（１９９７

（１９９７

（１９９７

（１９９７

（１９９８

４。）

７．）

８．）

１０．

１２．

１．）

）

［訂正記事］

ＡｃｔａＰａｅｄｉａｔｒｉｃａ．８６（７）：７８５－６，１９９７．

Ｅｒｒａｔｕｍ

Ｔｈｉｓｉｓａｒｅｐｒｉｎｔｅｄａｎｄｃｏｒｒｅｃｔｅｄｖｅｒｓｉｏ

ｎｏｆａｌｅｔｔｅｒ ｗｈｉｃｈａｐｐｅａｒｅｄｏｎｐ．４４０ ０

ｆｔｈｅ Ａｐｒｉｌ １９９７ｉｓｓｕｅｏｆｔｈｅＪｏｕｒｎａｌ，

６３

［Ｂ の出力 例］

ＴＩ：Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ ＧＧｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ ｄｏｅｓ

ｎｏｔｒｅｄｕｃｅ ｆａｅｃａｌ ｃｏｌｏｎｉｚａｔｉｏｎｏｆ Ｋｌｅ

ｂｓｉｅｌｌａ ｏｘｙｔｏｃａｉｎｐｒｅｔｅｒｎｉｉｎｆａｎｔｓ［ｌｅ

ｔｔｅｒ］［ｃｏｒｒｅｃｔｅｄ ａｎｄｒｅｐｕｂｌｉｓｈｅｄｌｅｔｔｅ

ｒ ｏｒｉｇｉｎａｌｌｙ ｐｒｉｎｔｅｄｉｎ Ａｃｔａ Ｐａｅｄｉａｔｒ

１９９７ Ａｐｒ； ８６（４）：４４０－ｌ］

ＡＵ：Ｇｒｏｎｌｕｎｄ－ＭＭ； Ｌｅｈｔｏｎｅ－ＯＰ；Ｋｅｒｏ－Ｐ；Ｓａχｅ

ｌｉｎ－Ｍ； Ｓａｌｍｉｎｅ－Ｓ

ＳＯ：Ａｃｔａ－Ｐａｅｄｉａｔｒ．１９９７Ｊｕｌ；８６（７）：７８５－６

ＩＳＳＮ：０８０３－５２５３

ＰＹ：１９９７

ＬＡ：ＥＮＧＬＩＳＨ

ＣＰ：ＮＯＲＷＡＹ

ＰＴ：ＣＯＲＲＥＣＴＥＤ－ＡＮＤ－ＲＥＰＵＢＬＩＳＨＥＤ－ＡＲＴＩＣＬＥ；ＬＥ

ＴＴＥＲ

ＡＮ：９７３８２９０６

ＵＤ：９７１２

［Ａの出力例］

ＴＩ：ＬａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓＧＧ．‥（中略）．‥ ｉｎｆａｎｔｓ

［ｌｅｔｔｅｒ］［ｃｏｒｒｅｃｔｅｄａｎｄｒｅｐｕｂｌｉｓｈｅｄｉｎ

ＡｃｔａＰａｅｄｉａｔｒ １９９７Ｊｕｌ；８６（７）：７８５－６］

ＡＵ：Ｇｒｏｎｌｕｎｄ－ＭＭ；‥．（以下略）

ｓｏ：Ａｃｔａ－Ｐａｅｄｉａｔｒ．１９９７Ａｐｒ；８６（４）：４４０－ｌ

（ＩＳＳＮ，ＰＹ，ＬＡ，ＣＰはＢと同じ）

ＰＴ：ＣＬＩＮＩＣＡＬ－ＴＲＩＡＬ；ＬＥＴＴＥＲ

ＡＮ：９７３１６９６４

ＵＤ：９７１０

この例では元の論文発行の３ヶ月のちに訂

正記事が発行されているが、訂正処理がされ

なければ、ＡとＢ形式がＭＥＤＬＩＮＥへ収録され

るまでの５ヶ月間、誤りに気付かないままと

なる可能性がある。

２） ② 訂正発生論文と未刊の訂正記事

論題のあとの大括弧内に、

［ｃｏｒｒｅｃｔｅｄ；ｅｒｒａｔｕｍｔｏｂｅｐｕｂｌｉｓｈｅｄ］

とあるものは、訂正記事が未刊表示のまま、

訂正発生論文「Ｃ」として表示され、のちに③

で述べる「Ｅ」を経て「Ｄ」へと変遷する。



［②の実例と変遷の時期］

元の論文の発行年月

訂正記事発行年月

収録号の図書館への到着年月

元の論文のＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

ＣのＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

ＤのＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

（１９９６．１０．）

（１９９７．２．）

（１９９７

（１９９７

（１９９７

（１９９８

３。）

２．）

４．）

Ｉ．）

［訂正記事］

ＰｒｏｃＮａｔｌ ＡｃａｄＳｃｉ ＵＳＡ．９４（４）：１６０３，１９９７．

Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ

Ｃｅｌｌ Ｂｉｏｌｏｇｙ，Ｉｎｔｈｅａｒｔｉｃｌｅ “Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａ

ｔｉｏｎｏｆａｃ－ｆｏｓ－ｉｎｄｕｃｅｄｇｅｎｅｔｈａｔｉｓｒｅｌ

ａｔｅｄｔｏｐｌａｔｅｌｅｔ－ｄｅｒｉｖｅｄｇｒｏｗｔｈｆａｃｔｏｒ ／

ｖａｓｃｕｌａｒｅｎｄｏｔｈｅｌｉａｌ ｇｒｏｗｔｈｆａｃｔｏｒｆａｍｉｌ

ｙ”ｂｙ Ｍａｕｒｉｚｉｏ Ｏｒｌａｎｄｉｎｉ，ＬｕｃｉａＭａｒｃｏｎｃｉｎ

ｉ，ＲｅｂｅｃｃａＦｅｒｒｕｚｉ，ａｎｄＳａｌｖａｔｏｒｅＯｌｉｖｉｅｒｏ，

ｗｈｉｃｈａｐｐｅａｒｅｄｉｎｎｕｍｂｅｒ ２１，Ｏｃｔｏｂｅｒ １５，１

９９６，ｏｆＰｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ．ＵＳＡ（９３，１１６７５－１

１６８０），ｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎｓｈｏｕｌｄｂｅ

ｎｏｔｅｄ．Ｔｈｅａｕｔｈｏｒｓｗｉｓｈｔｏｐｏｉｎｔｏｕｔｔｈａｔ

ｔｈｅａｃｃｅｓｓｉｏｎｎｕｍｂｅｒｉｎｔｈｅｉｒａｒｔｉｃｌｅｉｓ

ｉｎｃｏｒｒｅｃｔｌｙｓｔａｔｅｄａｓＵ９９５７２．Ｔｈｅｃｏｒｒｅｃｔ

ｎｕｍｂｅｒｓｉｓＸ９９５７２．

［Ｃの出力例］

ＴＩ：Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ ．‥（中略）．‥ ｆａｍｉｌｙ

［ｃｏｒｒｅｃｔｅｄ；ｅｒｒａｔｕｍｔｏｂｅｐｕｂｌｉｓｈｅｄ］

ＡＵ：Ｏｒｌａｎｄｉｎｉ－Ｍ；Ｍａｒｃｏｎｃｉｎｉ－Ｌ；Ｆｅｒｒｕｚｚｉ－Ｒ；

Ｏｌｉｖｉｅｒｏ－Ｓ

ＡＤ：Ｄｉｐａｒｔｉｍｅｎｔｏｄｉ Ｂｉｏｌｏｇｉａ ＭｏｌｅｃｏｌａｒｅＵ

ｎｉｖｅｒｓｉｔａｄｉ Ｓｉｅｎａ，Ｉｔａｌｙ，

ＳＯ：Ｐｒｏｃ－Ｎａｔｌ－Ａｃａｄ－Ｓｃｉ－ＵＳＡ．１９９６Ｏｃｔ１５；

９３（２１）：１１６７５－８０

ＩＳＳＮ．－００２７－８４２４

ＰＹ：１９９６

ＬＡ：ＥＮＧＬＩＳＨ

ＣＰ：ＵＮＩＴＥＤ－ＳＴＡＴＥＳ

ＰＴ：ＪＯＵＲＮＡＬ－ＡＲＴＩＣＬＥ

ＡＮ：９７０３０２５４

ＵＤ：９７０２

ＳＩ：ＧＥＮＢＡＮＫ／Ｘ９９５７２

－６４
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［Ｄの出力例］

ＴＩ：Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ ．‥（中略）．‥ ｆａｍｉｌｙ

［ｐｕｂｌｉｓｈｅｄｅｒｒａｔｕｍａｐｐｅａｒｓｉｎＰｒｏｃＮａｔｌ

ＡｃａｄＳｃｉ ＵＳＡ１９９７Ｆｅｂ１８；９４（４）：１６０３］

（以下は、ｃと全く同じ）

この事例は訂正箇所がＧｅｎＢａｎｋの登録番号で、

他の遺伝情報データベース１０）にリンクする

ために必要なキーとなるものである。ＭＥＤＬＩＮＥ

のＦｉｅｌｄでは「ＳＩ」に収録されている。元の論

文発行後４ヶ月を経てからＭＥＤＬＩＮＥに収録され

たが、同時期発行された訂正記事への参照は

ないものの収録当初より正しい登録番号を表

示している。「Ｃ」と「Ｄ」は、「ＡＮ」と「ＵＤ」は同

じであるのに「ＴＩ」の大括弧内のみ変遷してい

る。論文発行の４ヶ月のちに訂正記事が発行

されているにもかかわらず、ＭＥＤＬＩＮＥへの訂

正記事自体の収録まで１１ヶ月経過している。

３） ③ 訂正発生論文と訂正記事

論題のあとの大括弧内に、

［ｐｕｂｌｉｓｈｅｄｅｒｒａｔｕｍａｐｐｅａｒｓｉｎ‥。］

とあるものが訂正記事発行後の訂正発生論文

「Ｄ」でｉｎ のあとには訂正記事情報を示す。

「ＰＴ」に、

ＰＵＢＬＩＳＨＥＤ－ＥＲＲＡＴＵＭ

とあるものが訂正記事の書誌情報「Ｅ」。ただ

し、元の訂正発生論文への参照が通常はない

ため、「Ｅ」を検出したら現物にあたって詳細

情報を得るしかない。の例では、「Ｅ」のＭＥＤＬ

ＩＮＥ収録なしに直接「Ｄ」へと変遷している。

［③の実例と変遷の時期］

元の論文の発行年月

訂正記事発行年月

収録号の図書館への到着年月

元の論文のＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

ＥのＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

ＤのＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

［訂正記事］

ＨｕｍＭｏｌ Ｇｅｎｅｔ．６（５）：８２９，１９９７

（１

（１

（１

（１

（１

９９７ ３
）

ｊ

ｊ

・

・

ｉｎ

０

３

一

・

７

７

Ｏ

Ｄ

ＣＴ

３

９

９

ｊ

り

・

・

７

Ｏ

２

一

一

７

７

９

９

９

９

１９９９
１ ）
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Ｅｒｒａｔｕｍ

Ｔｈｅｍｏｔｔｌｅｄｍｏｕｓｅａｓａｍｏｄｅｌｆｏｒｈｕｍａｎ

Ｍｅｎｋｅｓｄｉｓｅａｓｅ：ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎｏｆｍｕｔａｔｉ

ｏｎｓｉｎｔｈｅＡｔｐ７ａｇｅｎｅ

ＣｈｉａｒａＣｅｃｃｈｉ，ＭｉｃｈｅｌＢｉａｓｏｔｔｏ，ＭａｒｉｏＴｏｓｉ

ａｎｄＰｈｉｌｉｐＡｖｎｅｒ

ＨｕｍａｎＭｏｌｅｃｕａｒＧｅｎｅｔｉｃｓ６，４２５－４３３（１９９７）

ＴｈｅＰｕｂｌｉｓｈｅｒｓｗｉｓｈｔｏａｐｏｌｏｇｉｓｅｆｏｒｔｈｅ

ｐｒｏｂｌｅｍｉｎｐｒｉｎｔｉｎｇｐａｒｔＡｏｆＦｉｇｕｒｅｌ

ｏｆｔｈｅａｂｏｖｅｐａｐｅｒ．ＴｈｅｃｏｍｐｌｅｔｅＦｉｇｕｒｅｌ

ｉｓｐｒｉｎｔｅｄｃｏｒｒｅｃｔｌｙｂｅｌｏｗ．

［元の論文の出力例］

ＴＩ：Ｔｈｅｍｏｔｔｌｅｄ ｍｏｕｓｅａｓａ ｍｏｄｅｌ ｆｏｒｈｕｍａ

ｎＭｅｎｋｅｓｄｉｓｅａｓｅ：ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎｏｆ ｍ

ｕｔａｔｉｏｎｓｉｎｔｈｅＡｔｐ７ａｇｅｎｅ・

ＡＵ：Ｃｅｃｃｈｉ－Ｃ；Ｂｉａｓｏｔｔｏ－Ｍ；Ｔｏｓｉ－Ｍ； Ａｖｎｅｒ－Ｐ

ＡＤ：ＵｎｉｔｅｄｅＧｅｎｅｔｉｑｕｅ Ｍｏｌｅｃｕｌａｉｒｅ Ｍｕｒｉｎｅ，

ＩｎｓｔｉｔｕｔＰａｓｔｅｕｒ，Ｐａｒｉｓ，Ｆｒａｎｃｅ．

ＳＯ：Ｈｕｎｉ－Ｍｏｌ－Ｇｅｎｅｔ．１９９７Ｍａｒ；６（３）：４２５－３３

ＩＳＳＮ：０９６４－６９０６

ＰＹ：１９９７

ＬＡ：Ｅｎｇｌｉｓｈ

ＣＰ：Ｅｎｇｌａｎｄ

ＰＴ：ＪＯＵＲＮＡＬ－ＡＲＴＩＣＬＥ

ＡＮ：９７２２７２８８

ＵＤ：９７０７

［Ｅの出力例］

ＴＩ：Ｔｈｅｍｏｔｔｌｅｄｍｏｕｓｅ‥．（中略）‥．ｇｅｎｅ．

ＡＵ：Ｃｅｃｃｈｉ－Ｃ；‥．（略）

ＳＯ：Ｈｕｍ－Ｍｏｌ－Ｇｅｎｅｔ．１９９７Ｍａｙ；６（５）：８２９

１ＳＳＮ：０９６４－６９０６

ＰＹ：１９９７

ＬＡ：Ｅｎｇｌｉｓｈ

ＣＰ：Ｅｎｇｌａｎｄ

ＰＴ：ＰＵＢＬＩＳＨＥＤ－ＥＲＲＡＴＵＭ

ＡＮ：９７３０１７８２

ＵＤ：９７０９

［Ｄの出力例］

ＴＩｒＴｈｅｍｏｔｔｌｅｄｍｏｕｓｅ…（中略）… ｇｅｎｅ

［ｐｕｂｌｉｓｈｅｄｅｒｒａｔｕｍａｐｐｅａｒｓｉｎＨｕｍＭｏｌ

Ｇｅｎｅｔ１９９７Ｍａｙ；６（５）：８２９］

（ＡＵ，ＡＤ，ＳＯ，ＩＳＳＮ，ＰＹ，ＬＡ，ＣＰは元の出力と同じ）

ＰＴ：ＪＯＵＲＮＡＬ－ＡＲＴＩＣＬＥ

ＡＮ：９７２２７２８８

ＵＤ：９７０７

この例では、訂正記事の発行は元の論文発

行の２ヶ月後、「Ｅ」形式の収録はさらに４ヶ月

後であり、「Ｅ」の存在に気付かなければ「Ｄ」

形式をとらえるまで１年８ヶ月が経過する。

４） ④ 取り下げ論文と取り下げ告知記事

論題のあとの大括弧内に、

［ｒｅｔｒａｃｔｅｄｂｙ‥。］

とあり、ｂｙのあとに取り下げ告知者名と取り

下げ告知記事の書誌事項を示し、かつ「ＰＴ」に、

ＲＥＴＲＡＣＴＥＤ－ＰＵＢＬＩＣＡＴＩＯＮ

とあるものが取り下げられた論文「Ｆ」である。

論題のあとの大括弧内に、

［ｒｅｔｒａｃｔｉｏｎｏｆ 。‥］

とあり、ｏｆのあとに元の取り下げられた論文

の書誌事項を示し、かつ「ＰＴ」に、

ＲＥＴＲＡＣＴＩＯＮ－ＯＦ－ＰＵＢＬＩＣＡＴＩＯＮ

とあるものが取り下げ告知記事「Ｇ」である。

「Ｆ」と「Ｇ」はＭＥＤＬＩＮＥ上で並存する。双方

が異なった逐次刊行物によって出版される事

例があるので、注意が必要である。

［④の実例と変遷の時期］

元の論文の発行年月

元の論文のＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

取り下げ告知記事発行年月

収録号の図書館への到着年月

ＦのＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

ＧのＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

（１９９７．１．）

（１９９７．４．）

（１９９７．６．）

（１９９７．６．）

（１９９７．９．）

（１９９７．９．）

［取り 下げ 告知 記 事］

Ａｎｎ Ｔｈｏｒａｃ Ｓｕｒｅ．６３（６）：１８３４，１９９７．

Ｒｅｔｒａｃｔｉｏｎ：ｖａｎ Ｓｏｎ ＪＡＭ，ＦａＩｋ Ｖ，Ｍｏｈｒ ＦＷ

Ｒｏｓｓ－Ｋｏｎｎｏ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｗｉｔｈ Ｒｅｓｅｃｔｉｏｎ ｏｆ

Ｅｎｄｏｃａｒｄｉａｌ Ｆｉｂｒｏｅｌａｓｔｏｓｉｓｆｏｒ Ｃｒｉｔｉｃａｌ

６５－



Ａｏｒｔｉｃｓｔｅｎｏｓｉｓ Ｗｉｔｈ Ｂｏｒｄｅｒｌｉｎｅ－Ｓｉｚｅｄ

Ｌｅｆｔ Ｖｅｎｔｒｉｃｌｅｉｎ Ｎｅｏｎａｔｅｓ．Ａｎｎ Ｔｈｏｒａｃ

Ｓｕｒｇ １９９７；６３：１１２－６．

ＴｏｔｈｅＥｄｉｔｏｒ：

Ｂｙ ｍｅａｎｓｏｆ ｔｈｉｓｌｅｔｔｅｒｌ ｗｉｓｈｔｏｒｅｔｒａｃ

ｔ ｔｈｅ ａｒｔｉｃｌｅ ｅｎｔｉｔｌｅｄ“Ｒｏｓｓ－Ｋｏｎｎｏ ‥ ．

（中略 ）．‥ ｉｎ Ｎｅｏｎａｔｅｓ．”ａｓｐｕｂｌｉｓｈｅｄｉｎ

ｔｈｅ Ｊａｎｕａｒｙ １９９７ｉｓｓｕｅ ｏｆ Ｔｈｅ Ａｎｎａｌｓｏｆ

Ｔｈｏｒａｃｉｃ Ｓｕｒｇｅｒｙ．Ｔｈｅ ４ｐａｔｉｅｎｔｓｉｎｔｈｉ

ｓｒｅｐｏｒｔｒｅｐｒｅｓｅｎｔ ｐａｔｉｅｎｔｓｉｎ ｗｈｏｓｅｃａｒ

ｅＩ ｗａｓｉｎｖｏｌｖｅｄａｓ ｃｌｉｎｉｃａｌ ｉｎｓｔｒｕｃｔｏｒ

ａｔｔｈｅ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａａｔ Ｓａｎ Ｆ

ｒａｎｃｉｓｃｏ．Ｔｈｅｃｏｎｃｅｐｔ ｏｆｔｈｅ ｐｒｏｐｏｓｅｄｏｐｅ

ｒａｔｉｏｎｓｔｅｍｓｆｒｏｍＤｒ Ｆｒａｎｋ Ｌ．Ｈａｎｌｅｙ．Ａｌｌ

４ｃａｓｅｓ ｗｅｒｅｐｅｒｆｏｍｅｄｂｙ Ｄｒ Ｈａｎｌｅｙ ａｎｄ ｈ

ｉｓｔｅａｍ．Ｔｈｅ ｍａｎｕｓｃｒｉｐｔ ｗａｓ ｓｕｂｍｉｔｔｅｄｔｏ

Ｔｈｅ Ａｎｎａｌｓ ｏｆ Ｔｈｏｒａｃｉｃ Ｓｕｒｇｅｒｙ ｗｉｔｈｏｕｔ Ｄ

ｒ Ｈａｎｌｅｙ’ｓ ｃｏｎｓｅｎｔｏｒ ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ．Ｉｔ ｓｈｏｕｌ

ｄ ａｌｓｏｂｅ ｎｏｔｅｄｔｈａｔ ｔｈｅｆｏｌｌｏｗ－ｕｐｉｎｆｏｒ

ｎｉａｔｉｏｎｈａｓ ｎｏｔ ｂｅｅｎ ｖａｌｉｄａｔｅｄ．

ＪａｃｑｕｅｓＡ．Ｍ．ｖａｎ Ｓｏｎ，ＭＤ，ＰｈＤ

Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｃａｒｄｉａｃ Ｓｕｒｇｅｒｙ

Ｈｅｒｚｚｅｎｔｒｕｍ

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｌｅｉｐｚｉｇ

Ｒｕｓｓｅｎｓｔｒ １９

Ｄ－０４２８９Ｌｅｉｐｚｉｇ，Ｇｅｒｍａｎｙ

［元の論文の出力例］

ＴＩ：Ｒｏｓｓ－Ｋｏｎｎｏ‥．（中略）‥．ｉｎｎｅｏｎａｔｅｓ．

ＡＵ：ｖａｎ－Ｓｏｎ－ＪＡ；Ｆａｌｋ－Ｖ；Ｍｏｈｒ－ＦＷ

ＡＤ：ＤｅｐａｒｔｍｅｎｔｏｆＣａｒｄｉｏｖａｓｃｕｌａｒＳｕｒｇｅｒｙ，

Ｈｅｒｚｚｅｎｔｒｕｍ，ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＬｅｉｐｚｉｇ，

Ｇｅｒｍａｎｙ．

ＳＯ：Ａｎｎ－Ｔｈｏｒａｃ－Ｓｕｒｇ．１９９７Ｊａｎ；６３（ｌ）：１１２－６

ＩＳＳＮ：０００３－４９７５

ＰＹ：１９９７

ＬＡ：Ｅｎｇｌｉｓｈ

ＣＰ：ＵＮＩＴＥＤ－ＳＴＡＴＥＳ

ＰＴ：ＪＯＵＲＮＡＬ－ＡＲＴＩＣＬＥ

ＡＮ：９７１４６３９５

ＵＤ：９７０４

ＳＢ：ＡＩＭ

６６

病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎａ２，１９９９

［Ｆの出力例］

ＴＩ：Ｒｏｓｓ－Ｋｏｎｎｏ‥ ．（中略）‥．ｉｎｎｅｏｎａｔｅｓ

［ｒｅｔｒａｃｔｅｄｂｙｖａｎ ＳｏｎＪＡ．Ｉｎ：Ａｎｎ Ｔｈｏ

ｒａｃ Ｓｕｒｇ１９９７Ｊｕｎ；６３（６）：１８３４］

（ＡＵ，ＡＤ，ＳＯ，ＩＳＳＮ，ＰＹ，ＬＡ，ＣＰは元の出力と同じ）

ＰＴ：ＪＯＵＲＮＡＬ－ＡＲＴＩＣＬＥ；ＲＥＴＲＡＣＴＥＤ－ＰＵＢＬＩＣＡＴＩＯＮ

ＡＮ：９７１４６３９５

ＵＤ：９７０４

ＳＢ：ＡＩＭ

［Ｇの出力例］

ＴＩ：Ｒｏｓｓ－Ｋｏｎｎｏ‥ ．（中略）．‥ ｉｎｎｅｏｎａｔｅｓ

［ｒｅｔｒａｃｔｉｏｎｏｆｖａｎＳｏｎＪＡ，ＦａｌｋＶ，

ＭｏｈｒＦＷ．Ｉｎ： Ａｎｎ ＴｈｏｒａｃＳｕｒｇ１９９７Ｊａｎ

；６３［Ｄ：１１２－６］

ＡＵ：ｖａｎ－Ｓｏｎ－ＪＡ

ＳＯ：Ａｎｎ－Ｔｈｏｒａｃ－Ｓｕｒｇ．１９９７Ｊｕｎ；６３（６）：１８３４

１ＳＳＮ：０００３－４９７５

ＰＹ：１９９７

ＬＡ：Ｅｎｇｌｉｓｈ

ＣＰ：ＵＮＩＴＥＤ－ＳＴＡＴＥＳ

ＰＴ：ＲＥＴＲＡＣＴＩＯＮ－ＯＦ－ＰＵＢＬＩＣＡＴＩＯＮ

ＡＮ：９７３６４８４８

ＵＤ：９７０４

ＳＢ：ＡＩＭ

この例で は元の論文 発行の６ヶ月 のちに取

り下げ告知記事が発行されているが、訂正処

理がなければ、「Ｆ 」「Ｇ」形式がＭＥＤＬＩＮＥへ収

録されるまでの３ヶ月間、気付かないままと

なる。

５） ⑤ 重複論文と重複告知記事

「ＰＴ」に、

ＤＵＰＬＩＣＡＴＥ－ＰＵＢＬＩＣＡＴＩＯＮ

とあるものが重複論文「Ｈ」である。

論題のあとの大括弧内に、

［ｓｅｅｃｏｍｅｎｔｓ］

とあり、「ＣＭ」に重複論文告知記事「Ｉ」の書誌

事項が表示される。重複となった理由や他の

重複論文については。、その記事を見ないとわ

からない。重複論文「Ｈ」は、通常別々の逐次
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刊行物で発生する。同じ論文を別の号に掲載

してしまうという出版者側のミスもみうけら

れたが、①の訂正済再出版論文とは異なる形

態である。また、同一内容で使用言語や出版

地が異なる出版、同意を得た上での転載など、

重複となった理由は多岐にわたる。複数の重

複論文「Ｈｎ」は、ＭＥＤＬＩＮＥ上で並存している。

［⑤の実例と変遷の時期］

重複論文告知記事発行年月

収録号の図書館への到着年月

Ｈ，のＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

Ｈ，のＭＥＤＬＩＮＥへの収録年月

ＩのＨへの収録年月

（１９９７

（１９９７

（１９９７

（１９９７

（１９９８

ｃ
乙

Ｃ
Ｏ

３。

）

ｊ

ｊ

５。）

１．）

［重複告知記事］

Ｌａｎｃｅｔ．３４９（９０５１）：５７８，１９９７．

ＮＯＴＩＣＥＯＦＤＵＰＬＩＣＡＴＥＰＵＢＬＩＣＡＴＩＯＮ

ＴｈｅＲｅｓｅａｒｃｈＬｅｔｔｅｒ ｐｕｂｌｉｓｈｅｄｉｎｏｕｒ Ｊａｎ

４ｉｓｓｕｅ（ＡＬａｍｂｉｒｉｓ，ＭＷＧｒｅａｖｅｓ．Ｄｙｓｐａｒ

ｅｕｎｉａａｎｄｖｕｌｖｏｄｙｎｉａ：ｕｎｒｅｃｏｇｎｉｓｅｄＭａｎｉｆ

ｅｓｔａｔｉｏｎｓｏｆ ｓｙｍｐｔｏｍａｔｉｃｄｅｒｍｏｇｒａｐｈｉｓｍ．

Ｌａｎｃｅｔ１９９７；３４９：２８）ａｌｓｏａｐｐｅａｒｓｉｎｔｈｅ

ＪａｎｕａｒｙｉｓｓｕｅｏｆｔｈｅＢｒｉｔｉｓｈＪｏｕｒｎａｌｏｆ

Ｄｅｒｍａｔｏｌｏｇｙ（ＬａｍｂｉｒｉｓＡ，Ｇｒｅａｖｅｓ Ｍｆｆ．Ｄｙｓｐａｒ

ｅｕｎｉａａｎｄｖｕｌｖｏｄｙｎｉａａｒｅＰｒｏｂａｂｌｙｃｏｍｍｏｎ

ｍａｎｉｆｅｓｔａｔｉｏｎｓｏｆｆａｃｔｉｔｉｏｕｓｕｒｔｉｃａｒｉａ．

Ｂｒ ＪＤｅｒｍａｔｏｌ １９９７：１３６：１４０－４１）．

［ＨＩ（Ｌａｎｃｅｔ）の出力例］下線部分が「Ｉ」

ＴＩ：Ｄｙｓｐａｒｅｕｎｉａａｎｄｖｕｌｖｏｄｙｎｉａ：ｕｎｒｅｃｏｇｎｉ

ｓｅｄｍａｎｉｆｅｓｔａｔｉｏｎｓｏｆｓｙｍｐｔｏｍａｔｉｃｄｅｒ

ｍｏｇｒａｐｈｉｓｍ［ｓｅｅｃｏｍｍｅｎｔｓ］

ＣＭ：Ｃｏｍｍｅｎｔｉｎ

５１）：５７８

ａｎｃｅｔ １９９７Ｆｅｂ ２
９ ９

ＡＵ：Ｌａｍｂｉｒｉｓ－Ａ；Ｇｒｅａｖｅｓ－ＭＷ

ＡＤ：ＳｔＪｏｈｎ’ｓＩｎｓｔｉｔｕｔｅｏｆＤｅｒｍａｔｏｌｏｇｙ，ｓｔ

Ｔｈｏｍａｓ’ｓＨｏｓｐｉｔａｌ，Ｌｏｎｄｏｎ，ＵＫ．

ＳＯ：Ｌａｎｃｅｔ．１９９７Ｊａｎ４；３４９（９０４４）：２８

ＩＳＳＮ：０１４０－６７３６

ＰＹ：１９９７

ＬＡ：ＥＮＧＬＩＳＨ

６７

ＣＰ：ＥＮＧＬＡＮＤ

ＰＴ：ＤＵＰＬＩＣＡＴＥ－ＰＵＢＬＩＣＡＴＩＯＮ；ＪＯＵＲＮＡＬ－ＡＲＴＩＣＬＥ

ＡＮ：９７１４１８７２

ＵＤ：９７０３

ＳＢ：ＡＩＭ

［Ｈａ（Ｂｒ ＪＤｅｒｍａｔｏｌ）の出力例）下線が「Ｉ」

ＴＩ：Ｄｙｓｐａｒｅｕｎｉａａｎｄｖｕｌｖｏｄｙｎｉａａｒｅｐｒｏｂａｂ

ｌｙｃｏｍｍｏｎ ｍａｎｉｆｅｓｔａｔｉｏｎｓｏｆｆａｃｔｉｔｉｏｕ

ｓｕｒｔｉｃａｒｉａ［ｌｅｔｔｅｒ］［ｓｅｅｃｏｍｍｅｎｔｓ］

Ｉ：Ｃｏｍｍｅｎｔｉｎ：Ｌａｎｃｅｔ １９９７Ｆｅｂ２２：３４９（９０

５０：５７８

ＡＵ：Ｌａｍｂｉｒｉｓ－Ａ；Ｇｒｅａｖｅｓ－ＭＷ

ＳＯ：Ｂｒ－Ｊ－Ｄｅｒｍａｔｏｌ．１９９７Ｊａｎ；１３６（１）：１４０－１

ＩＳＳＮ：０００７－０９６３

ＰＹ：１９９７

ＬＡ：ＥＮＧＬＩＳＨ

ＣＰ：ＥＮＧＬＡＮＤ

ＰＴ：ＤＵＰＬＩＣＡＴＥ－ＰＵＢＬＩＣＡＴＩＯＮ；ＬＥＴＴＥＲ

ＡＮ：９７１９１３６４

ＵＤ：９７０５

この例では、元の論文発行は１９９７．１．４であ

り、重複告知は１９９７．２．２２という年月日が明確

である。ところが、このふたつの「Ｈ」と「Ｉ」

の関係がＭＥＤＬＩＮＥ上 に反映されたのは、告知

記事が出てから１１ヶ月後ということになる。

１１．ＭＥＤＬＩＮＥへの収録状況

Ｄ手作業抽出分収録時期

当センターでの契約時期が変則的であるた

め今回の調査に使用できたＣＤは、１９９７年４月

版から１９９９年１月版までのものである。表３

は、１９９７年発行の外国逐次刊行物から手作業

で抽出した訂正記事１１２４件のうち１９９７年発行

の論文に対するもの７５５件が、どの月に収録

されていったのかを件数で追ったものである。

原報自体の収録時期、「ＢＥＧＩ」の形式で

の収録時期、「ＡＤＦＨ」の形式での収録時

期、の３項目をあげた。



表 ３

Ｓｅｑ．ＣＤの 年月 原報 「ＢＥＧＩ」「ＡＤＦＨ」
１ １９９７．３ １３ １ ０
２ １９９７．４ ５６ ０ ０
３ １９９７．５ ７４ ２ ０

・－‥一
〇４ １９９７．６ ７７ ０

５ １９９７．７ ７５ ２ ０
６ １９９７．８ ６６ ０ ０
７ １９９７．９ ８ ９ ６ ０
８ １９９７．１０ ４１ ０ ０
９ １９９７．１１ ６１ １ ０
１０ １９９７．１２ ３８ ５ ０
１１ １９９８．１ ３０ ２ ２５９
１２ １９９８．２ ７ ４ ０

－・－ －・－－－●
０１３ １９９８．３ ３ ３

１４ １９９８．４ ０ ０ ０
１５ １９９８．５ １ ０ ０
１６ １９９８．６ ０ ０ １
１７ １９９８．７ １ １ １
１８ １９９８．８ ０ ０ ０
１９ １９９８．９ ２ ０ ０
２０ １９９８．１０ ０ ０ ０
２１ １９９８．１１ ０ ０ ０
２２ １９９８．１２ ０ ０ ０

２３ １９９９．１ ０ ０ ２９５
合計 ６２７ ２７ ５５６

Ｍｅｄｌｉｎｅ未収録 １２８ ７２８ １９９

原報は収録されていながら訂正記事が収録

されていないものが６４件、「Ｅ」として収録

されたものの、「Ｄ」形式にはならないまま

のものが７件あった。原報が収録されなかっ

たものは１２８件あるが、その理由にはいくつ

かある。ＭＥＤＬＩＮＥ側にもともと収録する方針

のない雑誌。収録対象誌であってもＮａｔｕｒｅと

Ｓｃｉｅｎｃｅの中には収録対象外の分野があった

り、目次や表紙、表紙の解説などのミスプリ

ントなどはデータベースには反映されない。

裏表紙などに掲載されている訂正記事はやは

りというべきか、収録もれとなっている。

２） 訂正記事発行からＭＥＤＬＩＮＥ収録まで

１９９７年発行の外国逐次刊行物の論文に対す

る訂正記事が実際に発行されてから、「Ａ」

「Ｄ」「Ｆ」「Ｈ」の訂正情報を含んだ最終的

な形式でＭＥＤＬＩＮＥへ収録されるまでにど れほ

６８
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どの月が経過したかを表４に示した。時間経

過の算出方法は、９．３）で説明した。

６．７）の（図６）”）にあるように、訂正され

るべき論文の訂正記事の８４％が、論文が出版

されたのち６ヶ月以内に発行されている。同

じ比率分の訂正情報がＭＥＤＬＩＮＥへ収録される

までには、実に１年６ヶ月以上も待だなくて

はならない。

表 ４
月 収録数 累計 率

１ ０ ０ ０％

２ ２ ２ ０％

３ １ ３ ０％

４ ７ １０ ９％

５ ３９ ４９ ８ｉ

６ ６３ １１２ １８％

７ ３７ １４９ ２４％

８ ４０ １８９ ３０％

９ ４０ ２２９ ３７％

１０ ２１ ２５０ ４０％

１１ １０ ２６０ ４１％

１２ １ ２６１ ４２％

１３ ５５ ３１６ ５０％

１４ ６３ ３７９ ６０％

１５ ５１ ４３０ ６９％

１６ ５６ ４８６ （Ｏ％

１７ ３６ ５２２ ８３％

１８ ８ ５３０ ８５％

１９ ７ ５３７ ｏｂ％

２０ １ ５３８ ８６％

２１ １１ ５４９ ８８％

２２ ６ ５５５ ８９％

２３ １ ５５６ ８９％

１年６ヵ月

１年１１ヵ月

１２．相互貸借業務での訂正情報の取扱い

Ｄ書誌事項の確認作業

日常業務の中で「複写文献の入手」は、一

見、利用者と相手館とを仲介するだけの作業

のようにみえる。しかし、多くの館で経験し

ているように利用者が持ち込む書誌事項には

誤りが多く、誤った内容を依頼したために双

方の館で無駄な経費と時間を労する事が多い。

それを解決するため、二次資料による書誌事

項の確認が強調されているのだが、論文その

ものが持つ「誤り」を相互利用業務において

どう取り扱うかについて言及されることはな

かった。



病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎｏ．２，１９９９

２）相互利用マニュアルでの取扱い

図書館間相互利用業務において病院図書館

が日本医学図書館協会加盟機関に依頼する場

合には、同協会が制定した規約に準ずるよう

指導を受けている。相互利用マニュアル第４

版１９９６年１２）には、相互利用書式への記入方

法として次のように説明している。

（４．申込作業２．記入要領 Ｏ ）一論文一件

とし、申込・通知書二枚一組を作成する。複

数の論文が続き頁でも、まとめ書きはしない。

コメント、訂正記事も一件とし別に申込書を

つくる。」

ここでいうところの「コメント」は、ＭＥＤＬＩＮＥ

上で「ＣＭｊＦｉｅｌｄに収録さ れている書誌情報の

ことを 指しているようだ。ＭＥＤＬＩＮＥを 検索す

ると「ＴＩｉＦｉｅｌｄに［ｓｅｅｃｏｍｍｅｎｔｓ］という「ＣＭ」

への参照を見いだすことがある。さらに「ＣＭ」

Ｆｉｅｌｄを表示 させると１ ０．５）で例示したよ

うな形式で目にすることができる。マニ ュア

ルの「訂正記事」とは、１０．１）～４）で例示

したＭＥＤＬＩＮＥ上 に収録された訂正記事情報の

ことのようである。

当のマニュアルにはなんらの説明がないの

で推測の域を出ないが、実際の書式をこの手

順に従って１０．３）の例で作成すると次のよ

うになるだろう。

（本文の申込書式）

申込Ｎｏ．９３３６

ＩＳＳＮ ０９６４－６９０６

誌名 ＨｕｍａｎＭｏｌｅｃｕｌａｒＧｅｎｅｔｉｃｓ．

巻号 ６（３）

頁 ４２５－４３３

年 １９９７

著者 Ｃｅｃｃｈｉ－Ｃ；Ｂｉａｓｏｔｔｏ－Ｍ；Ｔｏｓｉ－Ｍ；Ａｖｎｅｒ－Ｐ

論題 Ｔｈｅｍｏｔｔｌｅｄｍｏｕｓｅａｓａｍｏｄｅｌｆｏｒ

ｈｕｍａｎＭｅｎｄｅｓｄｉｓｅａｓｅ：ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉ

ｏｎｏｆ ｍｕｔａｔｉｏｎｓｉｎｔｈｅＡｔｐ７ａｇｅｎｅ．

（訂正記事の中込書式）

６９

申込Ｎｏ．９３３７

ＩＳＳＮ ０９６４－６９０６

誌名 ＨｕｍａｎＭｏｌｅｃｕｌａｒＧｅｎｅｔｉｃｓ．

巻号 ６（５）

頁 ８２９

年 １９９７

著者 Ｃｅｃｃｈｉ－Ｃ；Ｂｉａｓｏｔｔｏ－Ｍ；Ｔｏｓｉ－Ｍ；Ａｖｎｅｒ－Ｐ

論題 Ｔｈｅｍｏｔｔｌｅｄｍｏｕｓｅａｓａｍｏｄｅｌｆｏｒ

ｈｕｍａｎＭｅｎｄｅｓｄｉｓｅａｓｅ：ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉ

ｏｎｏｆ ｍｕｔａｔｉｏｎｓｉｎｔｈｅＡｔｐ７ａｇｅｎｅ．

「申込Ｎｏ．９３３６の訂正記事です」

訂正記事は、他の記事の余白や頁が印字さ

れていない場所に収載されていることが多く

紛らわしいので、中込・受付の双方の相互利

用担当者に対して注意をうながす目的で、申

込Ｎｏ．９３３７の論題記載のあとに続けて「申込Ｎｏ．

９３３６の訂正記事です」と注記する必要がある。

しかし、もともと訂正記事は本論文に付随

するものとして扱うべきである。それをわざ

わざ別書式にわける理由は何だろうか。２つ

の記事が連環してはじめて論文としての真価

が問われるのである。Ｗｅｂ上の ＯｎｌｉｎｅＪｏｕｒｎ

ａｌでは、目次から論文へさらに訂正記事へと

リンクさせる方法で、元の論文と訂正記事と

の双方向で読めるような工夫が凝らされてい

る時代に、図書館が「申し出のない場合には

訂正記事は提供しない」としてよいのだろう

か。

３）現実的でない相互利用マニュアルへの疑問

改訂前の１９９０年版の同じ項目には、「コメ

ント、訂正記事」の記載はない。このままで

は、「訂正情報の検出は申込側か責任をもつ

べき」とも取れる。マニュアルに「コメント、

訂正記事」の記載が加わったのは、ＮＬＭの方

針７）に沿った改訂だと推察される。しかし、

依頼する側の図書館が、自館にない資料の訂

正情報を事前に把握することは本当に可能だ

ろうか。訂正記事の存在を知らないまま申し

込み、誤っている文献を訂正されないまま受

け取る可能性があるのでは、という不審を持



たざるを得ない。

自館にない資料の訂正情報を調べることは

現実的ではない。やはり、図書館の規模や種

類に関わらず、所蔵館自身による迅速かつ地

道な訂正処理作業は、よりよい蔵書を維持し

ていく上でも必要不可欠なものであり、相互

利用業務においても所蔵館側か訂正情報の提

供に責任を負うのは当然であろう。

１３．曖昧な国内出版社の訂正手法

日本の出版社が通常行うような訂正手法で

は、図書館が利用者に提供する資料として不

安の残るものが多い。 ６．４）の表 ２¨ ）で手

作業でみつけた「医学のあゆみ」の訂正記事

１３）を、１件とだけ記録 しておいた。この１イ牛

の中身は、１１３箇所３頁にもわたる膨大な 「訂

正」で、他の訂正記事と並列するにはあまり

に異質すぎるのではないかと考え、６．６）で

は訂正箇所の総件数 に含めなかった。単なる

「正誤表」で 済ませてはならない重大な誤り

で、ＭＥＤＬＩＮＥ上なら「ＣｏｒｒｅｃｔｅｄａｎｄＲｅｐｕｂｌｉ

ｓｈｅｄ」か「Ｒｅｔｒａｃｔｉｏｎ」に相当する論文で は

ないだろうか。出版社の倫理を問いたい。

ｕ．訂正記事と図書館利用者

最新の実験医学・医療を研究している図書

館利用者には、過去の議論し尽くされた論文

とその議論の果ての訂正告知記事など重要視

されず「エラー論文」として扱われるかもし

れないが、図書館利用者は研究者だけではな

い。

ＭＥＤＬＩＮＥ上には、訂正発生論文・取り下げ

られた論文・重複論文などが通常論文と同等

に存続しており、「エラー」の中に「真実」

が埋もれている可能性も否定できない。将来、

医療情報を求める一般市民が、図書館間相互

協力を介して直接的・間接的に利用する可能

性があり、患者やその家族もその中に含まれ

る。病に相対した彼らは、万にひとつの「希

望」と「死をみつめる勇気」を探してあらゆ

る手段で最適な医療情報に接しようと試みる

であろう。当館がそのひとつに選ばれた時に

－ ７０－
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は、この要求を裏切ることのない最善を尽く

した病院図書館サービスをめざしたいと思う。

１５．おわりに

雑誌の印刷体の発行前にインターネット上

でその目次や論文そのものを見ることができ、

過去の論文への訂正告知記事も雑誌の図書館

到着前に気付くことが可能になった。また、

海外で作成された外部データベースによって

訂正情報を遡及抽出することももちろん可能

である。

だからといって図書館蔵書への手作業によ

る訂正処理作業が無用になるわけではないこ

とを今回の調査過程で私は確信し、より質の

高い論文・書誌情報を利用者に提供するため

には、刊行物を受け入れて蔵書としている図

書館自身から、「誤りは正す」という基本姿

勢を確立しなくてはならないと結論する。
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：／ｗｗｗ．ｎｌｍ．ｎｉｈ．ｇｏｖ／ｐｕｂｓ／ｆａｃｔｓｈｅｅｔｓ／ｆａｃ

ｔｓｈｅｅｔｓ．ｈｔｍＤ

８）陛美佐子：外国雄誌の論文訂正について，

薬学図書館，４１（１）：１５－１８，１９９６．

９）野添篤毅：ＭｅＳＨを歩く（１）１９９１年版の改訂



病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎｏ．２，１９９９

概要とくに出版タイプの新設，医学図書館，

３８（２）：１５１－１５５，１９９１．

１０）蓑島伸生・清水信義：ゲノム情報データベ

ース，蛋白質核酸酵素，４２（１７）：３０３８－３０４５，

１９９７．

１１）中村雅子：医学・医療の逐次刊行物の訂正

記事について（前編），病院図書室，１８（４）：

１５２－１６０，１９９８．
１２） 相互利用マニュアル第４版，日本医学図書

７１

館協会， １９９６．２１ｐ．

１３）（訂正者不明）：訂正，医学のあゆみ，１８１（７）

：５２９－５３１，１９９７．

本稿は、近畿病院図書室協議会第８５回研修

会事例・研究報告会（１９９８年３月２６日）、第１５回

医学情報サービス研究大会（１９９８年６月２０日～

２１日）にて報告した内容にその後の追加調査

結果と新たな考察を加えたものである。


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60
	page61
	page62
	page63
	page64
	page65
	page66
	page67
	page68
	page69
	page70
	page71
	page72
	page73
	page74
	page75
	page76
	page77
	page78
	page79
	page80

